










研究目的 

胎児は母体内で羊水を嚥下し又最近の超音波断層法による観察では指を口唇にもってゆき

そしてしゃぶるなどの運動がみられている。この機能は生後の吸畷運動に移行するものと

思われるが生後空腹になった新生児は母親の乳首に吸いつこうとし又乳房をつかもうとし

たりして吸畷運動を行う。このような行動が器質的な疾患がないにも拘らずみられないと

き母子間に何か問題があるのではないかと考えられる。 

大脳皮質が未発達の新生児では母子間の身体的、情緒的満足を与えるのに遍している母乳

哺育でも、それが妨害されると児は不安を感じフラストレーションを起し、それが続けば

身体症状となってあらわれることが知られている。生後の新生児の体重減少が著しく、又

哺乳力が極めて弱いため経管栄養となったりその回復に遅延がみられるなどでも母子間に

同様な関係が存在するものと思われる 1。母親の意識下或は、無意識下の母性拒否の感情

が新生児に何らかの影響を与え、食欲の低下或は拒食ともとれる行動をおこさせ体重減少

という身体症状となってあらわれることが想像される。私は新生児の体重減少や哺乳力の

低下に影響を与えたと思われる母親の態度や行動を観察し更にその心的因子について調査、

カウンセリング及び行動療法を行って新生児の哺乳力の改善を試みた。 


